



















　2010 年 11 月 1 日，メドべージェフ ･ ロシア大統領（当時）が国後島を訪問し，「北方領土」の実効















































　北対協による日本語講師の派遣と日本語コース開講は 1998 年から実施されており，2012 年度実施分
までにおいて，のべ 3138 人が日本語を学んできた。（表１）
表１ 『日本語講師派遣事業』で学ぶロシア人受講者の数（1998 年～ 2012 年）
1998 ※ 1999 2000 2001 2002 2003 ※ 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
色丹島子供 76 100 51 53 49 － 33 43 52 46 53 31 25 29 41
大人 53 57 38 27 25 － 17 18 23 19 33 17 27 16 29
合計 129 157 89 80 74 － 50 61 75 65 86 48 52 45 70
国後島子供 34 57 46 57 65 52 31 70 53 54 28 29 41 43 34
大人 37 38 27 34 33 40 38 43 43 40 33 38 51 40 45
合計 71 95 73 91 98 92 69 113 96 94 61 67 92 83 79
択捉島子供 － 34 77 8 8 41 17 49 20 42 28 17 39 39 23
大人 － 101 12 19 27 17 12 24 24 18 12 28 18 20 23
合計 － 135 89 27 35 58 29 73 44 60 40 45 57 59 46
全体の合計 200 387 251 198 207 150 148 247 215 219 187 160 187 187 195




































































































 ＜Мини-диалог 1＞ 
 
Сузуки в затруднении: разуваться в прихожей или нет. 
 
すずき： あのう、くつ は？ 
タチアナ： スリッパ を どうぞ。 
すずき： どうも ありがとう ございます。 
 
 
Сузуки: Ано̄, куцу ва? 
Татьяна: Суриппа о до̄зо. 






あのう ано̄ А-а (выражение замешательства) 
※ У этого слова нет особого значения. Оно может употребляться в 
начале предложения. 
くつ куцу обувь 
くつ は？ куцу ва? А что с обувью? 
※ Спрашивают об обуви. 
スリッパ суриппа тапочки 
を どうぞ о до̄зо пожалуйста 
※「を о」：частица со значением винительного падежа 
 
 
Сузуки: Обувь снимать? 
Татьяна: Пожалуйста, наденьте тапочки. 





















が，それを応用して，勧めるものを変えて模擬会話をさせてみる。(図２) 「話 ましょう」では，場面を設 単なロールプレイを試みてよい。 
 
A：                  を どうぞ。 
B：どうも ありがとう ございます。 
 
A：                  о до зо. 
B：До мо аригато  гозаимас. 
 おかし окаш и сладости おちゃ оча чай ジャム дж аму варенье はちみつ хачимицу мёд いす Ису стул  図２  ユニット２の模擬会話練習の例 
(4) 「小会話」は，「小会話１」に続き「小会話２」，「小会話３」と提示されていくが，それら「小会話１」ダイアローグの続きの言動であったり，「小会話１」の変化したバリエーションとしたりしたものである。 (5) 適宜，日本語という言語に関するトピックや日本の文化に関するトピックを取り上げ，「コラム」として読み物のような形で提示した。 (6) 「中会話」と「やってみよう!」  各ユニットの小会話を連続すれば，「ビザなし交流」の想定場所での一連の行為にともなう自然な会話になる。１つ１つの「小会話」はたいへん短いものであるが，「中会話」が一つのまとめとなっている。 (7) その他 北方領土問題と直接かかわりのあるデリケートな問題も，「北方領土」における日本語教育の根底に横たわっている。先述したが，例えば下のような地名の取り扱いをどうするかである。(表２) このようなことについては現場の各教師の考え方によって対応は異なるのかもしれず，答えは1つではないであろう。しかし，そもそもこの日本語コースは「ビザなし交流」の一環として，北方領土問題の解決に寄与するため，日本とロシアの友好と相互理解のために行っている事業である。もしも教室内で日本人の日本語講師とロシア人の受講者がそのようなことでぎくしゃくしたりするようなことがあれば，事業の趣旨にも反することになる。 














































（3） サハリン州は，ソ連が日ソ中立条約を破棄して日本に攻撃を開始した 1945 年 8 月 9 日に設置されたものである。
（4） 設置の趣旨として，次のように述べられている。「当協会では，平成10年度より北方四島交流専門家（日本語講師）
とロシア人学習者がお互いの立場を理解し敬愛し合い，人と人としてのしっかりした相互の信頼関係が構築されていることが最も肝要であると言える。  注 
 (1) 北方領土問題対策協会によって実施される「北方四島交流事業日本語講師派遣事業」を指す。 (2) 1951年9月のサンフランシスコ平和条約によって日本に対する連合国の占領は終り，日本は主権を回復した。 「日本は，サンフランシスコ平和条約により，ポーツマス条約で獲得した樺太の一部と千島列島に対するすべての権利，権原及び請求権を放棄しました。しかし，そもそも北方四島は千島列島 中に含まれません。ソ連は，サンフランシスコ平和条約には署名しておらず，同条約上の権利を主張することはできません。」(外務省HPより) 










（5） その研究成果は，2009 年７月に開かれた JSAA-ICJLE2009 国際研究大会（於 : ニューサウスウェールズ大学
（オーストラリア ･ シドニー））において発表（副島ほか）した。
（6） その研究成果は，2010 年世界日本語教育大会（於 : 台湾政治大学（台湾，台北））において発表（副島ほか）した。
（7） これからは，その年度の事業の派遣講師が検討会の構成員となって，この教材の弱点や使いづらさを指摘し，
改善を重ねて行くことが重要であると言える。
（8） それらの研究成果は，2011 世界日本語教育研究大会（於 : 天津外国語大学，中国） （ICJLE 2011 CHINA） 
International Conference on Japanese Language Education，ロシア・東欧 JSSEES（Japanese Society for 
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